
 
小林鷹之内閣府特命担当大臣（科学技術政策）殿 

 

                      令和 4年 7月 25日 

日本学術会議会長 梶田 隆章 

 

先端科学技術と「研究インテグリティ」の関係について（回答） 

 

 令和 4 年 7 月 22 日の面会の際にいただいた下記のご質問について、科学者委員会

学術体制分科会及び幹事会による確認を経て、別紙のとおり回答いたします。 

 

記 
 

１．そもそも AI 技術、量子技術等の先端科学技術に取り組む際に留意すべきことと

して何が考えられるか。 

 

２．先端科学技術が用途の多様性・両義性を有することを前提として、従来いわゆる

研究のデュアルユース問題と呼ばれてきたものも含めてそうした先端科学技術・新

興技術の研究開発にアカデミアがどのような姿勢で臨む必要があるのか。 

 

 

以上 
 
  



 
（別紙） 

 
論点整理に合わせて公表した会長メッセージ「『研究インテグリティ』という考え

方の重要性について」でも言及したとおり、現在、国際的な競争的環境に対応すべく、

各国が AI や生命科学技術、量子科学技術、宇宙科学技術、海洋科学技術などに戦略

的な研究開発投資を進めています。こうした先端科学技術・新興科学技術は、人類社

会のウェルビーイングの実現に欠かせないものであるばかりか、一国の研究力や国際

競争力を支えるものであります。日本としても、学術研究の多様性を踏まえた研究開

発投資のバランスに留意しつつ、先端科学技術・新興科学技術の研究開発に取り組ん

でいくことが、研究力や国際競争力の維持・向上のために重要です。 
 
 一方、今日の科学技術とりわけ先端科学技術、新興科学技術には、用途の多様性な

いし両義性の問題が常に内在しており、従来のようにデュアルユースとそうでないも

のとに単純に二分することはもはや困難で、研究対象となる科学技術をその潜在的な

転用可能性をもって峻別し、その扱いを一律に判断することは現実的ではないと考え

ます。 
したがって、先端科学技術・新興科学技術については、より広範な観点から、研究

者及び大学等研究機関が、研究の進展に応じて、適切に管理することが重要となりま

す。その際、科学者コミュニティの自律的対応を基本に、研究成果の公開性や研究環

境の開放性と安全保障上の要請とのバランス等を慎重に考慮し、必要かつ適切な研究

環境を確保していくことが重要です。 
日本学術会議が論点整理を改定した「研究インテグリティ」という考え方は、「研究

活動のオープン化、国際化が進展する中で、科学者コミュニティが、資金や環境、信

頼等の社会的負託を受けて行う研究活動において、自主的・自律的に担保すべき健全

性と公正性および、そのための、透明性や説明責任に関するマネジメント」と定義さ

れており、こうした取組の指針となるべきものです。 
  
 日本学術会議では、「研究インテグリティ」に関する議論を更に深め、大学等研究機

関において、用途の多様性・両義性を有する先端科学技術・新興科学技術に係る研究

が円滑に実施される方策について、研究現場や行政の担当者等と意見交換を行いなが

ら、検討していきたいと考えています。 


